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PART２実践編 自分で守る

台風予報
台風に関する記者会見
大雨注意報、洪水注意報

大雨警報、洪水警報
はん濫

らん
注意情報

土砂災害警戒情報
はん濫警戒情報…
暴風警報

はん濫危険情報
大雨特別警報（浸水害）
はん濫発生情報

テレビ、ラジオ、インターネットなどで
気象情報を確認。ハザードマップなどで
避難所の避難ルートを確認
非常持出品などを確認

水防団などへ注意喚起
休校の判断、体制の確認など

要配慮者のいる施設や…
地下街などに情報を伝達

台風の発生

台風上陸のおそれ

台風の接近

①避難準備・高齢者等避難開始

②避難勧告
③避難指示（緊急）

台風の上陸

●必ずしもこの順番で発令されるとは限らないので、注意してください。
●これらの情報が発令されていなくても、身の危険を感じる場合は避難を始めてください。
●これらの情報は風水害以外の津波や火山噴火災害などでも提供されます。

■ 避難情報を入手するには
テレビ、ラジオ、防災行政無線、緊急速報メール、公式ツイッターなどの SNS（ソーシャル・
ネットワーキング・サービス）、広報車・消防団による広報、電話・FAX・登録制メール、
消防団や警察、自主防災組織、近隣住民などからの声かけ、大和町ホームページなどか
ら情報を入手できます。

■ 気象情報を入手するには
テレビやラジオ、気象庁ホームページ（http://www.jma.go.jp/jma/index.html）の気象警報 ･ 注意報や台
風情報、レーダー・ナウキャストなどから情報を入手できます。

■ 内閣府、国土交通省ホームページ
内閣府防災情報のページ（http://www.bousai.go.jp）や
国土交通省携帯サイト（http://www.mlit.go.jp/mobile/
top.html）、川の防災情報スマホ版（http://www.river.
go.jp/s/）などから情報を入手できます。

■ 大和町ホームページ
気象情報や避難情報などへ
ジャンプできます。

災害のとき情報を入手するには

台風の状況 町気象情報など 住民のみなさん

避難情報を正しく知る
風水害対策

町が発令する避難に関する情報

①
避難準備・
高齢者等
避難開始

避難勧告や避難指示（緊急）を発令することが予想される状況です。
●�避難に時間を要する人（高齢の人、障がいのある人、乳幼児など）と支援する人は避難を開始しま

しょう。
●その他の人は、いつでも避難できる準備を整えましょう。

② 避難勧告
災害による被害が予想され、人的被害が発生する危険性が高まった状況です。
●速やかに避難場所へ避難しましょう。
●�外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、近くの安全な場所への避難や、自宅内の

より安全な場所に避難しましょう。

③ 避難指示
( 緊急）

災害が発生するなど状況がさらに悪化し、人的被害が発生する危険性が非常に高
まった状況です。
●まだ避難していない人は、緊急に避難場所へ避難しましょう。
●�外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、近くの安全な場所への避難や、自宅内の

より安全な場所に避難しましょう。

●こちらはタイムラインの例となります。実際は台風の速度などにより時間軸や対応が変わりますので、正確な情報を入手するよう注意してください。 資料：国土交通省

気象庁ホームページ

国土交通省携帯サイト 大和町ホームページ

内閣府防災情報のページ

川の防災情報スマホ版

120 時間前
72 時間前
48 時間前

36 時間前

24 時間前

12 時間前

6 時間前

0 時間　

（5 日前）
（3 日前）
（2 日前）

（1 日前）

（半日前）

（0hr）

例

予測される災害
についての情報
です

河川の増水やはん濫
らん

の情報です

土砂災害の危険度が
非常に高くなったとき
発表されます

要配慮者と支援する人の避難開始
要配慮者以外の人は避難の準備

数十年に一度の
大災害が起きる
と予想されると
発表されます

今すぐ避難してください。外出することが危険な
場合は近くの安全な場所や、自宅内のより安全な
場所に避難しましょう

高齢の人や障がいのある人、乳幼児などの要配
慮者と支援する人は避難を始めます

避難開始

避難完了

避難を始めます

　台風が近づいているときのタイムライン（防災行動計画）の例を見てみましょう。台風の上陸時間から逆
算して各機関に必要な行動や避難情報を整理しています。
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PART２実践編 自分で守る

■ がけ崩れ
・がけに割れ目が見える。
・がけから水が噴き出す。
・湧き水がにごりだす。
・�樹木が傾いたり、揺れる音がする。
・地鳴りがする。

■ 土石流
・落石が生じる。
・�川の水がにごったり、流木が交ざる。
・地鳴りや山鳴りがする。
・��雨が降り続いているのに、川の水位が下がる。
・腐った土のにおいがする。

■ 地すべり
・地面にひび割れができる。
・井戸や沢の水がにごる。
・斜面から水が噴き出す。
・家やよう壁に亀裂が入る。
・よう壁や樹木、電柱が傾く。

　大雨警報（土砂災害）が発表されている中で土砂災害の危険度が非常に高くなったとき、都道府県と気象庁は「土
砂災害警戒情報」を発表します。町ではこの情報が発表されたら避難行動の対応について検討を始めます。
　大雨警報や土砂災害警戒情報が発表されたら、土砂災害の発生するおそれのある地区にお住まいの人は、避難
情報や土砂災害警戒判定メッシュ情報などを活用して早めの避難を心がけてください。

　土砂災害防止法に基づいて危険な場所が指定されます。土砂災害警戒区域をイエローゾーン、土砂災害特別警
戒区域をレッドゾーンと呼んでいます。
　国土交通省や都道府県のホームページ、市区町村が配布するハザードマップなどで確認することができます。

　次のような現象を確認したら早めに避難しましょう。

土砂災害の危険が迫ると土砂災害警戒情報が発表されます

土砂災害警戒区域 ･ 特別警戒区域とは

前兆に注意しましょう！

土砂災害 ･ 浸水害 ･ 洪水害の「危険度分布」情報を活用しよう！

　気象庁は、土砂災害 ･ 浸水害 ･
洪水害の危険度の高まりを面的に
確認できる「危険度分布」につい
て、ホームページで公開していま
す。
　大雨警報（土砂災害）の危険度
分布（土砂災害警戒判定メッシュ
情報）、大雨警報（浸水害）の危険
度分布、洪水警報の危険度分布に
ついて危険度ごとに色分けして発
表していますので、活用してくだ
さい。

大雨と土砂災害に備える
風水害対策

大雨の状況 町気象情報 住民のみなさん例
大雨の約 1 日前
大雨の危険性が
高くなる

大雨の半日 
～数時間前
雨が降り始める

雨が強さを増す

大雨の数時間 
～ 2 時間程度前

大雨がいっそう
激しくなる

大雨となる

広い範囲で 
数十年に 

一度の大雨

大雨注意報 大雨によって災害が起こるおそれのあるときは注意報を発表します。

大雨警報（土砂災害） 大雨によって重大な災害が起こるおそれのあるときは警報を発表します。雨がやんでも
重大な土砂災害などのおそれがあるときは、発表を継続します。

大雨特別警報（土砂災害）
さらに、重大な災害が起こるおそれが著しく大きいときは特別警報を発表します。特別
警報は警報の基準をはるかに超える数十年に一度の大災害が発生すると予想される場合
に発表されるので、最大限の警戒が必要となります。

土砂災害警戒情報 大雨警報（土砂災害）が発表されている中で土砂災害発生の危険度がさらに高まったと
き発表されます。

記録的短時間大雨情報 数年に一度しか発生しないような短時間の大雨を観測した場合に発表されます。

避難準備・高齢者等避難開始 要配慮者と支援する人は避難を始めてください。

避難勧告・避難指示（緊急） 避難勧告は速やかに避難開始、避難指示（緊急）は緊急に避難してください｡

大雨
注意報

大雨
特別
警報

（土砂災害）

大雨
警報

（土砂災害） 土
砂
災
害
警
戒
情
報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

大雨に
関する
気象情報

●職員の連絡体制を確認
●今後の気象状況に注意

気象情報やハザードマップ
を確認

最新の情報を把握して、災害に
備えた早めの避難準備をする

　　要配慮者と支援する人は
　　早めに避難する

土砂災害警戒区域などにお住
まいの人は市区町村の避難情
報を確認しながら、早めに避
難する

すでに災害が発生していると
考えて、直ちに市区町村の避
難情報に従うなど身を守るた
めに適切な行動をとる

●�夜間の警報発表の可能性
がある場合、必要な地域に…
避難準備・高齢者等避難開始

●�必要な地域に
避難準備・高齢者等避難開始

●災害警戒体制

●�土砂災害発生の危険度が
高まっている地域に…
避難勧告・避難指示（緊急）

●災害対策本部設置

●�暴風で屋外を移動できなく
なる前に、早めに避難する
●�屋外の移動が危険な場合は、
2階以上のがけなどから離
れたより安全な場所に避難
する

●住民へ 特別警報 を周知
●�避難勧告・避難指示（緊急）
などの対象範囲を再確認

実況で土砂災害警戒情報の基準に到達
予想で土砂災害警戒情報の基準に到達
大雨警報の基準に到達
大雨注意報の基準に到達
大雨注意報の基準未満

避難指示（緊急)
避難勧告

避難準備・高齢者等避難開始
－
－

内閣府のガイドラインで
土砂災害警戒区域等を対象に発令
が必要とされている避難情報

土砂災害発生の危険度の高まり危険度

高

低

平成○○年○月○日　○時○分
○○県○○地方気象台共同発表

○○県
土砂災害警戒情報　第1号

土砂災害警戒情報・土砂災害警戒
判定メッシュ情報の発表例

10km

○○年○○月○○日○○時○○分

資料：気象庁 資料：気象庁

　気象庁では注意報や警報、気象情報などを発表して、災害に備えるよう呼びかけています。大雨による土
砂災害の例を見てみましょう。
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PART２実践編 自分で守る

　危険な状況のなかでの避難はできるだけ避け、安
全の確保を第一に考えます。危険が切迫している場
合は、指定された避難場所への移動だけでなく、近
隣のより安全
な場所などに
避難するなど、
命を守る避難
行動をとるこ
とが重要です。

被災後の安全確認
　台風や豪雨が去った後は、危
険が潜んでいることが多いので、
地域ぐるみで協力し合いながら
安全に復旧活動をしましょう。

◦停電に備えて懐中電灯や携帯ラジオを準備する。
◦避難に備えて貴重品などの非常持出品を準備する。
◦気象情報をテレビ・ラジオで注意深く聞く。
◦断水などに備えて、飲料水などを確保しておく。
◦むやみに外出しない。

◦浸水などのおそれがあるところでは、家財道
具や食料品、衣類、寝具などの生活用品を２
階などの高い場所へ移動させる。

◦高齢者や乳幼児、病人などを安全な場所へ避
難させる。

■ 安全な服装で、
　 持ち物は最小限に

台風や大雨が
近づいてきたら

■ 車は使わない

　ヘルメットで頭
を保護。靴はひも
でしっかりしめら
れる運動靴をはく。
荷物は背負い、両
手が使えるように
する。

　車は数十センチの浸水で浮いてしま
い危険。他
の避難者や
緊急車両の
妨げにもな
る。徒歩で
避難する。

■ 隣近所で声を掛け合って

■ マンホールや側溝に注意を

　避難は２人以上で。隣近所を誘って
集団で避難す
る。子どもや
高齢者などの
要配慮者に気
を配る。

　急激な大雨が下水管に流れ込むと管
内の圧力が上昇し、マンホールのふた
を開けてしまう場合がある。浸水が進
む状況では、マンホールや側溝への転
落に十分注意する。

　近年、台風による大雨等により、逃げ遅れた住民が被害を受けるケースが多くあります。特に突発的な集中豪
雨では、町の避難に関する情報が間に合わない場合もあるため、危険を感じたときは自らが判断し、避難行動を
とる必要があります。風水害では、事前に気象情報を入手することができるため、正しい情報の入手（27 ページ
参照）と早めの避難行動をとることがとても重要です

自らの判断で避難行動 ～危険を感じたらすぐに避難を～

避難に対する基本的な考え方

風水害時の安全避難のポイント
風雨が強まってきたら

■ むやみに外出しない ■ 自宅の備えを
　台風や豪雨の危険性があるときは、むやみ
に外出しないようにしてください。外出する
ときは気象情報を確認し、危険な場所に近づ
かないように心がけ、早めに帰宅しましょう。

　被害が心配される場合には、窓ガラスの
内側に×印にガムテープを貼るなどの対策
を。子どもや高齢者などを早めに安全な場
所に避難させることも検討しましょう。

風水害から身を守る

風雨が強まる中での以下の行為は危険です。絶対にやめましょう。
・屋根に上って補強する　　・自宅周辺や田畑の状況を見回りする　　・様子を見るために堤防や海辺に近づく

風水害対策

家の内外の風水害対策
　台風や大雨の到来は予測できるからと安易に考えてはいけません。台風や大雨は私たちに何度も大きな災害をもたらし
ています。油断せず、日ごろから十分な対策を立てておきましょう。

屋外

屋内

これは
キケン！

雨どい
継ぎ目のはずれや塗装のはがれ、腐
りがないか確認。落ち葉や土砂で詰
まらせないように掃除しておく。屋根

瓦のひび、割れ、ずれ、はがれ、
トタンのめくれ、はがれがない
かを確認。

ベランダ
鉢植えや物干しざお
など飛散の危険が高
い物は室内へ。

外壁
モルタルの壁に亀裂はないか、板壁
に腐りや浮きはないか、プロパンガ
スのボンベは固定されているか、な
どを確認。

雨戸
がたつきやゆるみなどがあれば補強
する。窓ガラス

ひび割れ、窓枠のがたつきはな
いか確認。また強風による飛来
物などに備えて、外側から板で
ふさぐなどの処置を取る。

ブロック塀・側溝
ブロック塀はひび割れや破損箇所を
補強する。側溝はゴミや土砂を取り
除き、雨水の排水をよくしておく。

立ち退き避難
屋
内
安
全
確
保

●�断線した電線が垂れていたら、木
製の棒などで安全な場所へ移す。

●�落下や倒壊しそうな危険物があれ
ば、直ちに補強や除去をする。

●�浸水の被害に遭ったら消毒を念入
りにする。

●�水害を受けたら衛生面に注意する。水道水は煮
沸し、手の消毒を忘れないなどの注意が必要。

●�活動時にはけがをしないように肌を露出しない
服装にする。ヘルメットを着用して落下物に備
える。

●�家の中は、風通しをよくして乾燥させる。

■ 避難は自ら判断を ■ 命を守る避難行動を
　災害が迫ったとき、置かれた状況は一人ひとり違
います。それぞれが自ら判断し、適切な行動を取ら
なければなりません。

普段から避難場所
までの安全な経路
などを確認してお
きましょう

とにかく早期の避難を心がけてください
屋外での移動は危険です。浸水による建物倒壊の危険がな
いと判断される場合には、自宅や近隣建物の２階以上へ緊
急的に一時避難し、救助を待つことも検討してください

 例えば  
◦土砂災害の危険がある

地域に住んでいる
◦堤防の決壊で家屋消

失・浸水の危険がある
地域に住んでいる

◦子どもや高齢者など家
族に要配慮者がいる

 例えば  
◦夜間や急激な降雨で避難路上の危険個所がわかりにくい
◦ひざ上まで浸水している（50 センチ以上）
◦浸水は 20 センチ程度だが、水の流れる速度が速い
◦浸水は 10 センチ程度だが、用水路などの位置が不明で

転落の恐れがある
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　災害による被害を減らし、被災者と被災した地域社会が復旧・復興してい
くためには、自分や家族が取り組む自助だけでなく、地域住民や災害ボラン
ティアも含めて助け合う共助が不可欠です。「地域の絆」は、大きな災害が発
生するたびにその重要性が指摘されます。このパートでは、次の大規模災害
に備えて、私たちにできる共助の取り組みについて考えてみます。
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● 地域防災の重要性を
理解する

● 防災訓練の意義を理
解し、参加する

● 自主防災組織の意
義・役割を理解する

● 自主防災組織の活動
に参加する

● 要配慮者を支える意
義を理解する

● 要配慮者の支援を実
践する


